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第１回ベネッセ・駿台 大学入学共通テスト模試

実施結果を踏まえた共通テスト対策指導のご提案

第２問〔2〕 シスセ数学Ⅱ・Ｂ

求める条件を同値な条件に読み替える問題で、各学力層で差がついた

202１年度第１回ベネッセ・駿台
大学入学共通テスト模試
「数学Ⅱ・Ｂ」
受験者数： 252，160人
平均点： 44.１点
標準偏差： 2１.４

第２問〔2〕 シスセ

正解率 ２３.２％
SS65～70 ８７.４％
SS60～65 ６６.９％
SS55～60 ３９.３％
SS50～55 1８.6％
SS４５～5０ １6.0％

【出典】 問題・集計結果データともに、202１年度「第１回ベネッセ・駿台大学入学共通テスト模試」より。

第２問〔2〕 ク

正解率 ５５.６％
SS65～70 ９８.９％
SS60～65 ９５.９％
SS55～60 88.８％
SS50～55 ７７.８％
SS４５～5０ ５８.１％

［参考］

※カキについても同様。
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第2問〔２〕の［シスセ］は、３次方程式が異なる３つの実数解をもつような定数の値
の範囲を求める問題です。異なる実数解の個数の条件をグラフとx軸の共有点の
個数の条件に読み替え、さらに微分法を利用して極値の条件に読み替える必要が
あり、代数的な条件と図形的な条件の読み替えが自在にできたかどうかで差がつ
いたと考えられます。
SS45～60の学力層において、関数f（x）が［カキ］［ク］で求められているが［シス
セ］で躓いた生徒は50％程度と非常に高く、この時期は、まだこのような読み替え
を苦手としていることがわかります。

微分法・積分法の問題では、定義や公式の図形的意味の把握や、方程式・不等式
とグラフの関係などの理解が求められます。しかし現時点の生徒は、このような質の
高い知識・技能が十分には定着していないと思われます。
共通テストでは、定理・公式を活用するだけでなく、定理・公式の意味や他の知識と
の関係を押さえるなどの理解の質が問われます。そのため、これからの２か月半で、
微分法・積分法の問題演習を通して、定理・公式の意味を振り返ったり、問題の条
件を同値な条件に読み替えたりして、知識・技能の理解を深め、見方・考え方を広
げていくことが大切になります。

結 果 分 析

指導の ご提案

第２問 〔２〕シスセ

求める条件を同値な条件に読み替える問題で、各学力層で差がついた

数学Ⅱ・Ｂ

実戦形式の類題演習のご提案ページへ

https://www.learn-s.co.jp/com/pdf/pg/info/211021/211021m22.pdf

